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ふるさとの川と大自然ふるさとの川と大自然
旧南山形小を活用した夏休みのイベント、里川キャンプに参加し
た子どもたちは、大自然に恵まれた南山形地区を流れる清流・丹
藤川での川遊びを満喫。輝く笑顔を見せてくれました。
…関連記事９㌻（８月４日、南山形地区）
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第
39
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交

流
大
会
で
優
勝
し
た
水
堀
・
沼
宮
内
ホ
ッ
ケ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
優
勝
報
告
会
は
８
月
14

日
、
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
の
激
戦
を
勝
ち
抜

き
日
本
一
に
輝
い
た
選
手
８
人
は
、
金
メ
ダ
ル

を
胸
に
町
の
皆
さ
ん
に
優
勝
の
喜
び
を
報
告
。

監
督
の
岩
舘
こ
ず
え
さ
ん
（
41
）
＝
下
五
日
市

＝
は
「
選
手
た
ち
は
暑
さ
に
加
え
、
台
風
の
影

響
で
変
更
と
な
っ
た
厳
し
い
日
程
の
中
で
頑
張

り
ま
し
た
。
町
の
皆
さ
ん
の
応
援
が
力
に
な
り

ま
し
た
」
と
感
謝
の
思
い
を
語
り
、
主
将
の
福

士
真
菜
さ
ん
（
６
年
）
は
「
８
人
と
い
う
少
な

い
人
数
で
す
が
、力
を
合
わ
せ
て
優
勝
で
き
た
。

岩
手
町
の
名
前
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し

た
」
と
胸
を
張
り
ま
し
た
。

　

民
部
田
幾
夫
町
長
は「
強
い
意
識
を
持
っ
て
、

選
手
は
も
ち
ろ
ん
監
督
や
コ
ー
チ
、
育
成
会
が

心
を
一
つ
に
取
り
組
み
、勝
ち
取
っ
た
日
本
一
。

人
数
が
少
な
い
こ
と
や
慣
れ
な
い
天
候
な
ど
多

く
の
困
難
を
打
ち
破
っ
て
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た

水
堀
・
沼
宮
内
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
少
の
皆
さ
ん
に

敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
祝
福
。
選
手
や
育
成
会

の
皆
さ
ん
は
、
会
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
観
衆

と
万
歳
三
唱
で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

報
告
会
の
前
に
は
、
沼
宮
内
地
区
で
優
勝
パ

レ
ー
ド
を
行
っ
た
同
少
年
団
。
沿
道
の
皆
さ
ん

は
祝
福
の
歓
声
と
温
か
い
拍
手
を
贈
り
、
選
手

の
活
躍
を
た
た
え
て
い
ま
し
た
。

温
か
い
応
援
を
受
け

胸
に
輝
く
金
メ
ダ
ル

福
ふ く し

士 真
ま な

菜さん
（沼宮内小６年）

「声を出して盛り上げて
くれる最高のチーム。水
堀と合同のチームでは最
後の大会だったけど、優
勝できてうれしい」

立
たちばな

花 愛
あ い ら

桜さん
（沼宮内小６年）

「全国大会の最初の試合
（対広島ホッケースポ少）
が厳しい試合だったけ
ど、そこを突破して波に
乗り、優勝できました」

山
やまぐち

口 璃
り こ

子さん
（沼宮内小６年）

「２年前は準優勝で悔し
い思いをしたけど、小学
校最後の全国大会で優勝
できました。すごくうれ
しかったです」

岩
いわさき

崎 妃
ひ よ り

由さん
（沼宮内小６年）

「ホッケーはまだ始めた
ばかりだけど、全国大会
で優勝できたことがすご
くうれしいです」

岩
いわだて

舘 こずえさん
（監督）

「台風の影響で厳しい日
程に加え、気温も高い状
況でも選手たちは諦めず
に最後まで本当に頑張っ
てくれました」

畑
はたなか

中 菜
な な み

々美さん
（沼宮内小５年）

「チームのみんなで力を
合わせることができまし
た。全国大会で優勝する
ことができてとてもうれ
しいです」

森
も り こ

子 紗
さ き

希さん
（水堀小５年）

「水堀小としては今年が
最後の全国大会。来年統
合する沼宮内小のみんな
と優勝できて本当にうれ
しいです」

小
お ざ わ

沢 朱
し ゅ り

莉さん
（沼宮内小５年）

「予選リーグでは緊張し
てしまいましたが、決勝
ではテンションが上がっ
ていいプレーができまし
た」

大
おおむら

村 祈
い の

乃さん
（沼宮内小４年）

「３年生からホッケーを
始めました。少ししか出
られなかったけど、優勝
の力になることができて
うれしいです」

立
たちばな

花 健
けんいち

一さん
（コーチ）

「これまで経験してきた
悔しさを忘れずに取り組
んできた結果。指導者と
しても親としても、感謝
と感動でいっぱいです」

水堀・沼宮内ホッケースポーツ少年団

優勝の喜びを報告する選手たち（８月14日、道の駅「石神の丘」イベント広場）

　第39回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会は８月４日から
６日までの３日間、山口県で開催され、男女ともに水堀・沼宮内
ホッケースポーツ少年団が出場。熱戦を展開した同少年団の女子
チームが見事に優勝し、全国の頂点を極めました。

第３位に輝いた川口中男子ホッケー部（写真提供：川口中学校）

大分県で開催の全日本中学生ホッケー選手権大会大分県で開催の全日本中学生ホッケー選手権大会

川口中ホッケー部が堂々の第３位川口中ホッケー部が堂々の第３位
　第 47 回全日本中学生ホッケー
選手権大会は 8月 19 日から 21 日
の３日間、大分県で開催され、男
子の川口中が第３位に輝きまし
た。県大会、東北大会を無敗で勝
ち上がった川口中。予選リーグを
１勝１分けで突破すると、決勝

トーナメントでは蒲生野中（京都
府）を８－１、稲羽中（岐阜県）
を５－２で破り、最終日の準決勝
では伊吹山中（滋賀県）と対戦し
ました。惜しくも日本一には届か
なかったものの、選手たちは全国
の大舞台で躍動しました。

水堀・沼宮内スポ少に栄冠水堀・沼宮内スポ少に栄冠
第 39 回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会第 39 回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会
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食彩のまち
岩手町産業経済人ネットワーク

そのまんまツアー

　

町
の
情
報
を
発
信
し
、
産
業
振

興
や
企
業
誘
致
を
図
る
「
町
ふ
る

さ
と
大
使
」
に
新
た
に
２
人
を
委

嘱
し
ま
し
た
。
７
月
20
日
、
元
農

林
水
産
省
事
務
次
官
の
皆
川
芳
嗣

氏
に
委
嘱
状
を
交
付
。
ま
た
、
８

月
17
日
に
は
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
と
し

て
活
躍
す
る
柴
田
泰
孝
氏
に
民
部

田
幾
夫
町
長
が
委
嘱
状
を
交
付
し

ま
し
た
。

　

町
の
ふ
る
さ
と
大
使
は
、
今
回

委
嘱
状
を
交
付
し
た
２
人
を
合
わ

せ
て
16
人
。
行
政
や
ス
ポ
ー
ツ
、

経
済
な
ど
の
各
分
野
で
の
活
躍
を

通
じ
て
、
町
の
産
業
や
経
済
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町
の
情
報
を
発
信
し

産
業
の
振
興
を
図
る

　

東
北
一
の
キ
ャ
ベ
ツ
産
地
で
あ
る
本

町
を
巡
る
「
食
彩
の
ま
ち
そ
の
ま
ん
ま

ツ
ア
ー
」
は
７
月
29
日
、
町
内
外
の
企

業
人
や
経
済
人
を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
、

町
金
融
団
、
町
農
商
工
連
携
推
進
委
員

会
、
八
幡
平
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

と
町
で
組
織
し
た
実
行
委
員
会
が
主
催

の
同
ツ
ア
ー
は
、
町
の
魅
力
を
〝
そ
の

ま
ん
ま
〞
満
喫
し
て
も
ら
お
う
と
企
画

さ
れ
た
い
わ
て
沼
宮
内
駅
発
着
の
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー
。
参
加
者
は
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
体
験
や
キ
ャ
ベ
ツ

の
収
穫
体
験
、
キ
ロ
サ
肉
畜
生
産
セ
ン

タ
ー
内
特
設
会
場
で
の
〝
青
空
レ
ス
ト

ラ
ン
〞
な
ど
食
材
の
宝
庫
で
あ
る
町
の

魅
力
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
３
月
に
閉
校
し
た

旧
南
山
形
小
の
施
設
内
も
見
学
。
空
き

校
舎
の
有
効
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
企
業
・
経
済
人
の
皆
さ

ん
と
意
見
を
交
わ
し
合
い
ま
し
た
。

　

町
ふ
る
さ
と
会
の
理
事
を
務
め
る
南

山
形
出
身
の
早
川
光
子
さ
ん
＝
東
京
都

在
住
＝
は
、
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
同
郷
の

同
級
生
、
吉
田
ヨ
シ
子
さ
ん
＝
盛
岡
市

＝
、
伊
藤
友
子
さ
ん
＝
同
＝
と
の
再
会

を
果
た
し
「
み
ん
な
に
会
え
た
し
、
感

激
で
す
」
と
ツ
ア
ー
を
満
喫
。
ふ
る
さ

と
の
魅
力
を
楽
し
み
ま
し
た
。

旬
の
食
材
が
彩
る
町
の

魅
力
を
ま
る
ご
と
満
喫

柴し
ば
た田 

泰や
す
た
か孝

さ
ん
（
35
）

＝
下
大
町
出
身
＝

　

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
。

町
の
ふ
る
さ
と
大
使
の
中
で
、
芸

術
文
化
の
分
野
で
活
躍
す
る
人
と

し
て
初
め
て
の
委
嘱
と
な
っ
た
。

皆み
な
が
わ川 

芳よ
し
つ
ぐ嗣

さ
ん
（
63
）

＝
東
京
都
在
住
＝

　

元
農
林
水
産
省
事
務
次
官
。

現
在
は
農
林
中
金
総
合
研
究
所

の
理
事
長
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。

～東京駅から２時間 30 分。最も旬な岩手町を巡るバスの旅～

① ② ③

　今回のツアーでは、ブルーベ
リーやキャベツの収穫を 70 歳
にして初めて体験でき、素晴ら
しい機会になった。「気配りと
心配りの町」だと実感。自分の
すべての体験に感謝している。
また岩手町を訪れたい。

　ヒントをつかんで生き残る地
域は、地域の人が自分たちで気
づいて行動を続けることができ
る。この町の食材は、都会に誇
れるほど高品質。さまざまな視
点で岩手町としてのストーリー
を描いていくことが大切。

気配りと心配りの岩手町岩手町のストーリーを
参
加
者
の
感
想

参
加
者
の
感
想
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町
産
業
経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

町
は
、
産
業
の
活
性
化
を
目
的

に
町
内
外
の
企
業
人
や
経
済
人
と

の
情
報
交
換
や
交
流
の
場
を
創
出

す
る
た
め
に
「
町
産
業
経
済
人

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
産
業
や
経
済
、
文
化

な
ど
の
分
野
で
活
躍
す
る
人
と
町

を
つ
な
ぐ
大
切
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
す
。

　

産
業
経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
で
は
、
町
内
お
よ
び
県
内
の

近
隣
地
域
と
の
交
流
事
業
と
し

て
「
石
神
サ
ロ
ン
」
を
展
開
。
地

域
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
広
い
視
野

と
多
角
的
な
視
点
で
町
の
産
業
と

経
済
に
効
果
を
波
及
さ
せ
る
た
め

に
、
近
隣
地
域
の
産
業
・
経
済
関

係
者
と
の
交
流
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
石
神
サ
ロ
ン
は
、
平

町
の
産
業
活
性
化
の
た
め
の

産
業
経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

成
21
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
て
今
年

で
９
年
目
。
町
内
の
企
業
の
独
自

の
取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣

市
町
の
ま
ち
お
こ
し
に
関
す
る
話

題
や
農
商
工
の
連
携
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
講
演
や
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
を

通
じ
て
情
報
の
共
有
や
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
大だ

い
え
ん
か
い

縁
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
首
都
圏
に
住
む
産
業
人
、
経

済
人
に
町
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
企
業
誘
致
や
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
確
保
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
る
こ
の

〝
大
縁
会
〞
で
は
、
食
材
や
人
材

な
ど
の
町
の
魅
力
を
紹
介
し
な
が

ら
産
業
や
経
済
の
情
報
を
交
換
。

相
互
の
交
流
に
よ
っ
て
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
産
業
、
経
済
で
の
つ

な
が
り
を
町
づ
く
り
に
生
か
す
た

め
の
取
り
組
み
で
す
。

近
隣
地
域
の
つ
な
が
り

生
み
出
す
石
神
サ
ロ
ン

　

産
業
経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
年
に
１
度
、
東
京
都
を
会
場

に
関
東
地
域
の
産
業
や
経
済
に
携

わ
る
人
を
対
象
と
し
た
「
い
わ
て

首
都
圏
と
町
を
つ
な
ぐ

「
い
わ
て
ま
ち
大だ

い
え
ん
か
い

縁
会
」

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
進

化
と
新
し
い
交
流
の
場
を
創
り
出

す
た
め
、
本
年
度
新
た
に
企
画
さ

れ
た
の
が
「
食
彩
の
ま
ち　

そ
の

ま
ん
ま
ツ
ア
ー
」。
関
東
地
域
の

産
業
経
済
人
を
町
に
招
き
、
町
の

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

首
都
圏
か
ら
岩
手
町
へ

新
し
い
〝
縁
〞
の
形
を

町ふるさと大使町ふるさと大使
新たに２人を委嘱新たに２人を委嘱

イー・リゾート代表
釼
け ん も つ

持 勝
まさる

さん
町ふるさと大使
佐
さ さ き

々木 康
み ち お

夫さん

旬を迎えたとうもろこし畑で収穫体験を行った参加者の皆さん（鴫沢地区）

①青空レストランで食事と会話を楽しむ様子　②旧南山形小で空き校舎活用の道を探る　③ブルーベリー収穫体験で果実のみずみずしさを実感

昨年度開催された石神サロンでの講演
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　各分野における活躍と長年の功績が認めら
れ、町内の２人が叙勲を受章しました。受章
した２人と、これまでの功績を紹介します。

故 

坂さ
か
い井 

博ひ
ろ
き毅

さ
ん
（
81
）

＝
上
野
口
町
＝

【
略
歴
】北
海
道
上
川
郡
朝
日
町
生
ま
れ
。

岩
手
医
科
大
卒
業
後
、
昭
和
46
年
に
坂

井
医
院
を
開
院
。
学
校
嘱
託
医
師
や
町

国
際
交
流
協
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任

旭日双光章旭日双光章

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
の
発

展
に
貢
献
し
、
５
月
８
日
に
逝
去

さ
れ
た
故 

坂
井
博
毅
さ
ん
（
81
）

＝
上
野
口
町
＝
に
旭
日
双
光
章
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
北
海
道
出
身
の

坂
井
さ
ん
は
、
岩
手
医
科
大
学
を

卒
業
後
、
盛
岡
赤
十
字
病
院
産
婦

人
科
勤
務
を
経
て
、
昭
和
46
年
に

町
に
坂
井
医
院
を
開
設
。
平
成
21

年
の
閉
院
ま
で
、
長
き
に
わ
た
り

町
の
医
療
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
嘱
託
医
師
や
岩
手
郡
医

師
会
の
理
事
を
務
め
る
な
ど
、
町

　生涯学習や教育、文化、スポーツな
どの幅広い分野に携わる町の教育行政
を支える教育委員の任期満了に伴い、
町教育委員に遠藤武光氏（63）＝新田
＝が再任されました。町議会での同意
を得て再任した遠藤氏への辞令交付式

地
域
医
療
と
地
方
自
治

そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
に
光

内
外
の
地
域
医
療
の
発
展
に
力
を

尽
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
30
日
に
逝
去
さ
れ

た
故 

杣
吉
造
さ
ん
（
86
）
＝
民

部
田
＝
に
旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
杣
さ
ん
は
、
昭
和
63
年

７
月
に
町
議
会
議
員
に
初
当
選
。

以
来
、
３
期
12
年
に
わ
た
り
議
会

活
動
を
通
じ
て
地
方
自
治
の
進
展

に
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
保
護
司
と
し
て
の
活
動
に
も

尽
力
し
、
犯
罪
の
防
止
や
保
護
観

察
者
の
更
生
支
援
に
も
貢
献
。
監

査
委
員
な
ど
も
務
め
、
多
岐
に
わ

た
り
町
の
地
方
自
治
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
果
た
し
ま
し
た
。

遠
えんどう

藤 武
たけみつ

光さん（63）
＝新田＝

故 

杣そ
ま 

吉き
ち
ぞ
う造

さ
ん
（
86
）

＝
民
部
田
＝

【
略
歴
】
昭
和
63
年
に
町
議
会
議
員
に
当

選
以
来
、
３
期
12
年
に
わ
た
り
在
職
。

そ
の
間
、
町
監
査
委
員
や
町
議
会
教
育

民
生
常
任
委
員
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任

旭日単光章旭日単光章

は８月９日、役場町長室で行われ、
民部田幾夫町長が遠藤氏へ辞令を交
付しました。
　遠藤氏の任期は、８月９日から４
年間。町の教育行政の充実に力を注
ぎます。
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町教育委員に遠藤氏が再任町教育委員に遠藤氏が再任
３  職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
(1)勤務時間

区　分 勤務時間など

勤務を要する
曜日

毎週月曜日から金曜日までの週５日間（祝日
法による休日と12月 29日から翌年１月３日
までを除く）

１日当たりの
勤務時間

午前８時 30 分から午後５時 15 分までの休
憩時間を除いた実働７時間 45 分勤務

１週間当たり
の勤務時間 38 時間 45 分（７時間 45 分×５日間）

年間総勤務
時間 2,015 時間勤務（38 時間 45 分× 52 週間）

(2)休暇制度
　有給休暇は、病気休暇や年次休暇のほか、特別休
暇（産前・産後休暇や夏季休暇、親族死亡休暇など）
があります。

６  職員の福祉及び利益の保護の状況
(1)福利厚生制度に関する状況

区　分 受診者数
循環器検診 112 人
胃がん検診 63 人
婦人科検診 32 人

合　計 207 人

(2)公務災害補償制度
加入団体 災害件数

地方公務員災害補償基金岩手支部 0件

７　公平委員会に係る業務の状況
　平成28年度は、勤務条件に関する措置の要求や
不利益処分に関する不服申立てなどはありません
でした。

４  職員の分限及び懲戒処分の状況
（1）分限処分
　平成28年度は、処分を受けた職員はいませんで
した。

（2）懲戒処分
　平成28年度は、道路交通法違反により１人が減
給４カ月の処分を受けました。

５　職員研修の実施状況
研修区分 受講者数 研修内容など

研修所研修 20 人 町村会研修など
各種専門研修 14 人 法規事務、財務事務など

職場内研修 352 人 防災対応研修、人事評
価研修など

合　計 386 人

２  職員の給与の状況
(1)1人当たりの支給額（平成28年4月1日現在） 　　　単位:円
区　分 行政職 医療職 福祉職 労務職

平均給料
月 額 309,254 294,344 318,960 302,450

全職種平均 306,252

１　職員の任免及び人数の状況  　　  単位:人
区　分 平成28年３月

31日の職員数
平成28年度中 平成29年３月

31日の職員数採用 異動 退職
行政職 112 3 1 3 113
議会事務局 2 0 0 0 2
町長部局 87 3 0 3 87
教育委員会 16 0 0 0 16
選挙管理委員会 1 0 0 0 1
農業委員会 3 0 0 0 3
水道事業所 3 0 1 0 4

医療職（保健師・栄養士） 9 0 0 0 9
福祉職（保育士） 3 0 0 2 1
労務職（用務員ほか） 6 0 0 1 5
町長部局 2 0 0 0 2
教育委員会 4 0 0 1 3
合　計 130 3 1 6 128

　行政運営の公平性と透明性をより高め、町の皆さんに一層ご理解をいただくため、「岩手町人事行政の運
営等の状況の公表に関する条例」に基づき、町職員の任用や給与、勤務条件、福利などの人事行政の運営状況
について町のホームページで公表しています。ここでは、そのあらましを紹介します。

町の町の人事行政運営状況人事行政運営状況のお知らせのお知らせ

　役場総務課行政係
　   62-2111内線204､205

(2)期末手当
　基準日（６月１日、12月1日）に在職する職員に支給
　　◇ ６月期　期末手当基礎額×1.225月分
　　◇12月期　期末手当基礎額×1.375月分
(3)勤勉手当
　基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給
　　◇ ６月期　勤勉手当基礎額×0.770月分
　　◇12月期　勤勉手当基礎額×0.770月分
(4)その他の手当
　扶養手当や時間外勤務手当など、それぞれの対象となる職
員に対し支給します。

※人事行政運営状況の詳細は、町のホームページ
で公表しています。
【ホームページアドレス】　http://town.iwate.
iwate.jp/gyosei/jinji-gyosei/

※各年３月31日の職員数には同日付退職者は含まれていません。
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③

町
立
図
書
館
の
民
営
化
か
ら

町
立
図
書
館
の
民
営
化
か
ら

利
用
者
数

利
用
者
数
2020
万
人
を
突
破
！

万
人
を
突
破
！

　

町
立
図
書
館
は
８
月
１
日
、
民

間
に
運
営
委
託
し
た
平
成
22
年
４

月
以
降
の
入
館
者
が
20
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。
20
万
人
目
に
入
館

し
た
の
は
、
親
子
で
訪
れ
た
田
中

知
香
子
さ
ん
（
35
）
＝
大
森
＝
と

数
多
く
の
来
館
者
に
感
謝

20万人目の入館者となった（左から）田中寧音ちゃんと知香子さん、
田村寿教育次長、図書館を運営する町国際交流協会の橋本寿美男理事長

①

②

寧
音
ち
ゃ
ん
（
１
）。
普
段
か
ら

図
書
館
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う

田
中
さ
ん
は
驚
き
な
が
ら
も
喜
び

の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

創
立
か
ら
60
年
を
超
え
る
歴
史

を
持
つ
同
館
は
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
町
国
際
交
流
協
会
に
よ
っ
て
ゆ

は
ず
交
流
館
内
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

第４回第４回
図書館まつり図書館まつり

①絵本作家の塚本やすしさんの読み
聞かせとライブペインティングで盛
り上がる参加者たち　②より満足度
の高い図書館を目指して業務に励む
スタッフの皆さん　③ボランティア
による絵本の読み聞かせの様子

本
に
触
れ
て
親
し
む

図
書
館
ま
つ
り
開
催

た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
子
ど
も

た
ち
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
答
え
な
が

ら
即
興
で
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
ラ
イ

ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
参
加
者
を

喜
ば
せ
ま
し
た
。

　

町
立
図
書
館
で
は
、
毎
年
夏
休

み
の
時
期
に
合
わ
せ
て
図
書
館
ま

つ
り
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で

４
回
目
。
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
み

な
が
ら
本
に
親
し
む
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

第
４
回
図
書
館
ま
つ
り
は
８
月

９
日
と
10
日
の
両
日
、
町
立
図
書

館
で
開
催
さ
れ
、
各
地
域
の
保
育

所
の
園
児
や
学
童
に
通
う
児
童
ら

が
本
に
親
し
み
ま
し
た
。
東
京
都

在
住
の
絵
本
作
家
、
塚
本
や
す
し

さ
ん
（
52
）
が
ウ
ク
レ
レ
を
演
奏

し
な
が
ら
登
場
。
自
身
が
制
作
し

　町は、町の皆さんの意見を広く取り入れ、開かれた町政の
推進を図るため、町の各種審議会委員を公募します。
【募集内容と人数】　下表のとおり

【任期】　委嘱の日（平成 29 年 10 月１日を予定）から２年間
【応募できる人】　①町内に住所がある 20 歳以上の人②町
が開催する審議会に出席できる人（年数回程度開催予定）
【報酬など】　審議会に出席した場合、町の規定により報酬
と旅費を支給します
【応募方法】　各世帯に配布する「岩手町各種審議会公募委
員申込書」に必要事項を記入し、郵便またはＦＡＸで申し
込みください
【応募期限】　９月 13 日（水）必着
【選考方法と結果の通知】　役場内の「公募委員選考委員会」
で決定し、結果は応募した人それぞれに通知します
・ 　役場企画商工課企画広報係
 62‐2111内線215　FAX 62‐2073

審議会の名称 募集人数 委員の主な仕事

町総合計画審議会 ３人 町の総合的な計画の策定や推進のた
めの調査審議を行います

町行財政審議会 ３人 行政や財政的分野の町からの諮問に
応じ、調査審議を行います

町社会厚生審議会 ３人 保健福祉や環境衛生分野などの町か
らの諮問に応じ、調査審議を行います

町産業経済審議会 ３人 産業と経済分野の町からの諮問に応
じ、調査審議を行います

皆皆さんのさんの意見意見をを町町づくりに！づくりに！
町各種審議会委員の公募

お盆の帰省者を楽しませる花火が夜空に描かれましたた

第第
2323
回
岩
手
町
夏
ま
つ
り

回
岩
手
町
夏
ま
つ
り

台
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
、
水
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど

が
人
気
を
集
め
、
産
直
施
設

や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
時
間

を
延
長
し
た
特
別
営
業
で
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
に
は
鮮
や
か
な

１
６
０
０
発
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
夜
空
を
彩
り
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
る
町
の
夏
ま
つ

り
は
、
交
流
人
口
が
増
加
す

る
お
盆
の
帰
省
シ
ー
ズ
ン
に

合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
ふ
れ

あ
い
と
に
ぎ
わ
い
の
場
を
創

出
し
て
い
ま
す
。

　

第
23
回
岩
手
町
夏
ま
つ
り

は
８
月
14
日
、
道
の
駅
「
石

神
の
丘
」
で
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
約
７
千
人
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今

年
の
夏
ま
つ
り
は
、
道
の

駅
「
石
神
の
丘
」
の
開
業
15

周
年
記
念
と
し
て
実
施
。
町

商
工
会
青
年
部
（
宮
崎
詠
司

部
長
）
が
運
営
す
る
特
設
屋

山と川の恵み満喫山と川の恵み満喫
南山形でキャンプ南山形でキャンプ

真
夏
を
遊
び
尽
く
す

里
川
キ
ャ
ン
プ
開
催

　

里
川
キ
ャ
ン
プ
は
８
月
３

日
と
４
日
、
旧
南
山
形
小
な

ど
を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
、

参
加
し
た
小
学
生
は
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
の
創
作
活
動
や
丹
藤

川
の
水
質
調
査
を
実
施
。
さ

ま
ざ
ま
な
生
物
を
捕
獲
し

て
、
そ
の
特
徴
や
生
物
の
分

布
か
ら
河
川
の
水
質
を
判
断

す
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動

を
展
開
。
テ
ン
ト
の
設
営
や

野
外
炊
飯
で
の
カ
レ
ー
作
り

な
ど
、
小
学
生
同
士
で
力
を

合
わ
せ
て
キ
ャ
ン
プ
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
南
山
形
地

域
を
散
策
し
て
、
丹
藤
川
の

ヤ
ナ
や
炭
焼
き
小
屋
を
見

学
。
ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
を

使
っ
た
川
遊
び
も
体
験
し
な

が
ら
、
山
と
川
の
恵
み
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。
同
キ
ャ

ン
プ
は
毎
年
、
南
山
形
地
区

で
開
か
れ
て
お
り
、
真
夏
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。

ボートを使った川遊びを満喫、里川の魅力を堪能した参加者たち

夏
の
夜
空
に
鮮
や
か

１
６
０
０
発
の
花
火
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

　

障
が
い
者
も
健
常
者
も
分
け
隔

て
な
く
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に

第
16
回
に
こ
に
こ
ふ
れ
あ
い
交
流

会
は
８
月
26
日
、森
の
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
、参
加
者
が
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
交
流
会
に
は
、精

神
・
身
体
・
知
的
の
各
障
が
い
者

団
体
や
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
ほ
か
、沼
宮
内
高
の
生
徒
や
水

堀
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
児
童
ら
も

参
加
。
各
団
体
の
発
表
で
は
、楽

器
の
演
奏
や
ダ
ン
ス
、合
唱
を
披

露
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、い
わ

て
育
心
会
は
練
習
を
重
ね
て
き
た

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
を
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
踊
り
、見
学
し
て
い
た

参
加
者
を
魅
了
。そ
の
ほ
か
に
も
、

町
の
合
唱
団
と
と
も
に
歌
を
歌
っ

た
り
、参
加
者
全
員
が
輪
に
な
っ

て
踊
っ
た
り
と
一
人
一
人
の
笑
顔

が
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、郷
土
芸
能
の「
沼
宮
内
甚

句
踊
り
保
存
会
」の
皆
さ
ん
が
迫

力
あ
る
太
鼓
と
し
な
や
か
な
踊
り

を
披
露
。
同
保
存
会
の
皆
さ
ん
に

盛
大
な
拍
手
が
贈
ら
れ
、交
流
会

の
最
後
に
は
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に

昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

日ごろの練習の成果を発揮したいわて育心会の「よさこいソーラン節」

Topics01

と
も
に
楽
し
み
笑
顔
は
じ
け
る

一
方
井
公
民
館
で
世
代
間
交
流

　

一
方
井
地
区
の
世
代
間
交
流
事

業
は
７
月
31
日
、一
方
井
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、ド
ン
菓
子
づ
く
り

や
流
し
そ
う
め
ん
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。
一
方
井
保
育
所
の
園
児

や
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
通
う
小
学

生
、友
愛
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す
る

高
齢
者
な
ど
各
世
代
か
ら
約
80
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
交
流
会
で

は
、じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
で
互
い
に

交
流
を
深
め
、ド
ン
菓
子
づ
く
り

を
見
学
。
昼
食
で
は
各
世
代
ご
と

に
流
し
そ
う
め
ん
に
挑
戦
。
器
用

な
箸
さ
ば
き
で
そ
う
め
ん
や
ミ
ニ

ト
マ
ト
を
掴
み
取
り
ま
し
た
。

　

同
公
民
館
の
友
愛
サ
ー
ク
ル
の

一
員
と
し
て
参
加
し
た
遠
藤
輝
光

さ
ん（
71
）＝
大
森
＝
は「
こ
の
交

流
会
は
子
ど
も
た
ち
も
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
行
事
。
高
齢
者
に

と
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
と
会
話
を

す
る
こ
と
で
気
晴
ら
し
に
な
っ
て

い
ま
す
」と
相
互
交
流
の
効
果
を

実
感
。
子
ど
も
と
高
齢
者
が
と
も

に
楽
し
み
、笑
顔
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

①「じゃんけん列車」と呼ばれる遊びを通じて世代を超え
て交流を深める様子　②、③友愛サークルの皆さんも子
どもたちも笑顔で流しそうめんを楽しみました

③

①

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線215］まで

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

ベベ

イイビビ　
ーズズ

ススママイイルル

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

優しい眼鏡屋さんに
「いつも行く眼鏡屋さんの店員が、笑顔で丁寧に
優しく接してくれる姿に憧れています」と話す楓
霞さん。自らも眼鏡をかけていることもあり、将
来は眼鏡店で働きたいと将来像を描きます。「眼
鏡屋さんになったら老眼鏡の知識を身に付けて、
お年寄りのお客さんにも優しく接客したい」と夢
を語る楓霞さん。２学期の目標を尋ねると「家庭
科の授業を頑張りたい。調理は得意だけど、裁縫
は大の苦手」と笑う楓霞さん。苦手な分野にも果
敢にチャレンジします。

（一方井小5年）（一方井小5年）

No.337

庄
し ょ う じ

子 楓
ふ う か

霞 さん

No.332

やっぱり歌うことが好き

田
た な か

中 君
き み こ

子 さん（80） =上苗代沢＝

いつか
どこかで

　「昔から歌うことが好きで、童謡や演歌など色々な歌を歌いますよ」とほほ
笑む君子さん。家では、料理や掃除、洗濯など家事をなんでもそつなくこなす
しっかり者。「朝起きて家族の食事とお弁当を作ります。それから掃除と洗濯
をしてから自分の時間。童謡を歌う会のサークル活動やカラオケなどを楽しむ
んです」と教えてくれました。過去には、娘さんの粋な計らいで、君子さんに
内緒で応募したテレビ番組の収録に当選し、歌を披露したこともあるそう。「好
きな分野で、長く続けられる趣味があると人生に活気が出ますよ。私はやっぱ
り歌うことが好きですね」と優しい顔で笑います。

②

久保貴寿さんの長女

久
く ぼ

保 希
き ほ

歩ちゃん（久保）

民部田彰浩さんの次女

民
み ん ぶ た

部田 渚
な ぎ さ

彩ちゃん（城山）

横沢拓也さんの次男

横
よこさわ

沢 青
す か い

空くん（上横沢）

げんきにスクスク大
きくなってね♡

大村嘉一さんの長男

大
おおむら

村 涼
す ず と

翔くん（万部）

明るく元気で優しい
子に育ってね。

丹内敬敏さんの長女

丹
たんない

内 結
ゆ い な

菜ちゃん（中田）
優しい子になってね。お兄ちゃん、お姉

ちゃんと仲良く元気
に育ってね！！

元気いっぱいで優しい
子になってね。

瀬川末広さんの三男

瀬
せ が わ

川 楓
ふ う き

喜くん（野原）

元気に育ってね！

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

障がい者も健常者も互いに
にこにこ笑顔で交流深める

Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02
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▼2017.08.19▼2017.08.01

　

板
垣
あ
や
子
と
仲
間
た
ち
打
楽
器
親
子
コ

ン
サ
ー
ト（
町
芸
術
文
化
協
会
主
催
）は
８
月

19
日
、森
の
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
、集
ま
っ

た
約
１
５
０
人
の
観
衆
が
プ
ロ
の
打
楽
器
奏

者
の
演
奏
を
堪
能
し
ま
し
た
。
打
楽
器
奏
者

と
し
て
今
年
で
デ
ビ
ュ
ー
25
周
年
を
迎
え
る

町
出
身
の
板
垣
あ
や
子
さ
ん
と
東
京
芸
術
大

出
身
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る「
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
Ｎ
」の
同
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、町
の
吹

奏
楽
サ
ー
ク
ル「
音
を
楽
し
む
会
」も
特
別
出

演
。
板
垣
さ
ん
の
指
揮
に
合
わ
せ
て
軽
快
な

演
奏
を
響
か
せ
ま
し
た
。

○
親
子
打
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト

○
親
子
打
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト

リ
町出身の板垣あや子さんの指揮にのせて演奏する出演者の皆さん

器
物
処
理
の
協
定
結
ぶ

廃

協定に調印し握手する民部田幾夫町長と藤原正基県央支部長

　

平
成
29
年
度
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
は

７
月
25
日
、役
場
玄
関
前
で
行
わ
れ
、本
年
度

新
た
に
任
命
さ
れ
た
町
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
本
格
的
な
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。式
で
は
、民
部
田
幾
夫

町
長
が「
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
、い

か
に
耕
作
放
棄
地
を
解
消
で
き
る
か
が
成
長

産
業
と
し
て
の
農
業
に
影
響
を
与
え
る
。
農

地
、農
業
、そ
し
て
地
域
に
精
通
し
た
委
員
の

皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
激

励
。式
終
了
後
、各
地
の
農
地
を
見
回
っ
た
委

員
の
皆
さ
ん
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

○
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

新
「農地の日」行動隊として農地見回りを行う各委員の皆さん

▼2017.07.25

体
制
で
農
地
の
見
回
り

　

岩
手
競
馬
の
い
わ
て
北
緯
40
度
物
産
会
賞

は
８
月
15
日
、盛
岡
市
の
盛
岡
競
馬
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
八
幡
平
市
、葛
巻
町
、岩
手
町

の
北
緯
40
度
線
に
接
す
る
市
町
が
協
賛
し
て

開
催
さ
れ
る
同
レ
ー
ス
。
表
彰
式
の
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
を
務
め
る
た
め
に
、八
幡
平
市
の
ハ
チ

マ
ン
タ
イ
ラ
ー
、葛
巻
町
の
ミ
ル
ン
ち
ゃ
ん
、

岩
手
町
の
キ
ャ
ベ
ツ
マ
ン
が
集
結
。
ご
当
地

キ
ャ
ラ
か
ら
勝
利
騎
手
に
、３
市
町
の
特
産
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、同
レ
ー
ス
で
は
葛

巻
町
出
身
の
山
本
政
聡
騎
手
が
見
事
に
勝
利
。

特
産
品
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

○
い
わ
て
北
緯

○
い
わ
て
北
緯
4040
度
物
産
会

度
物
産
会

協

いわて北緯40度物産会賞の特産品を優勝騎手に贈呈する様子

▼2017.08.15

賛
市
町
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ

ズ
ム
刻
む
プ
ロ
の
技
術

参加者の交流深め、はつらつプレー
○第45回一方井地区対抗野球大会

　第45回一方井地区対抗野球大会は８月14日、町野球場
で開催され、参加者は互いに交流を深めながらプレーを
楽しみました。お盆の時期の帰省者も多く参加する同大
会は、世代の分け隔てなく小学生からベテラン選手まで、
幅広い年代の選手が出場。はつらつとプレーを楽しみま
した。
【大会結果】　①今松地区　②黒内地区　③新田地区

▼2017.08.14
宮
城
県
と
の
決
勝
戦
で
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

に
ゴ
ー
ル
を
狙
う
成
年
男
子
の
選
手
ら

　第44回東北総合体育大会ホッケー競技は８月13日、秋
田県の羽後町多目的運動広場を会場に成年男女、少年男
女の４種別で決勝戦が行われました。岩手県代表は各種
別とも大半が町出身の選手でチームを編成。成年・少年
男女各種別でホッケーの町の実力を発揮し、東北総合体
育大会ホッケー競技での総合優勝を勝ち取りました。
　各種別の岩手県代表は10月１日から愛媛県で行われる
第72回国民体育大会の出場権を獲得。全国の舞台での活
躍が期待されます。

互
い
に
交
流
を
深
め
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し
む
選
手

ホッケーの町の実力発揮！
○第44回東北総体ホッケー競技 ▼2017.08.13

地
元
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町
勢
同
士
の
戦
い
と

な
っ
た
男
子
の
決
勝
戦
川
口
中
対
沼
宮
内
中

勢、３チームが全国切符を獲得
○東北中学生ホッケー選手権大会 ▼2017.08.04～06

　第26回東北中学生ホッケー選手権大会は８月４日から
６日にかけて、町ホッケー場で開催され、男子は川口中、
女子は沼宮内中が優勝し、全国大会に向けて弾みを付け
ました。男子の決勝戦は、地元の川口中と沼宮内中が対
戦。白熱の攻防を制した川口中が４年ぶり７度目の東北
王者に輝きました。女子の決勝戦では、沼宮内中が築館
中（宮城県）を圧倒。２年連続４回目の優勝を飾りました。
なお、男子準優勝の沼宮内中も全国大会への出場権を獲
得。大分県で開催された全国大会に出場しました。

町 狙
い
を
定
め
た
シ
ョ
ッ
ト
で
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
む
参
加
者
の
皆
さ
ん

　第24回石神の丘美術館杯ゲートボール大会は８月３
日、町総合グラウンドで開催され、本町をはじめ７市町村
から25チームが参加。選手らは、チーム同士で互いに声
を掛け合いながら和気あいあいとプレーを楽しみまし
た。また、閉会式では町特産のキャベツ「いわて春みどり」
が当たる抽選会も実施。当選者には新鮮なキャベツが贈
られました。大会の結果は次のとおりです。
【大会結果】　①志波城クラブ（盛岡市）　②乙部法松（盛
岡市）　③平舘（八幡平市）

和気あいあいと楽しむ
○第24回石神の丘美術館杯  ▼2017.08.03

○
町
と
県
産
業
廃
棄
物
協
会
県
央
支
部

○
町
と
県
産
業
廃
棄
物
協
会
県
央
支
部

　

災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関

す
る
協
定
調
印
式
は
８
月
１
日
、役
場
会
議

室
で
行
わ
れ
、町
と
県
産
業
廃
棄
物
協
会
県

央
支
部
が
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
た
時
の
初
動
対
応
の
要
と
し

て
、大
き
な
役
割
を
担
う
本
協
定
。
協
定
締

結
に
あ
た
り
民
部
田
幾
夫
町
長
は「
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、こ
の
協

定
を
締
結
で
き
た
こ
と
に
感
謝
。
有
事
の
際

の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

町
の
安
全
な
生
活
環
境
の
整
備
に
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
み
ま
す
。
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に
と
ら
わ
れ
る
…
…
ま
た
次
も
同
じ

こ
と
が
起
き
る
の
で
は
、と
不
安
に

な
っ
て
し
ま
う

○
強
す
ぎ
る
責
任
感
…
…
何
で
も
自

分
だ
け
の
せ
い
、自
分
の
非
の
よ
う

に
感
じ
て
し
ま
う

○
深
読
み
の
し
す
ぎ
…
…
他
人
の
言

葉
や
態
度
に
、裏
や
魂
胆
が
あ
る
と

思
っ
て
し
ま
う

③
生
活
習
慣
を
整
え
る

　

不
規
則
な
生
活
習
慣
は
、自
律
神
経

の
活
動
を
狂
わ
せ
、そ
れ
が
体
の
不
調

の
も
と
と
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と

睡
眠
を
と
る
こ
と
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
心
が
け
る
こ
と
、適
度
な
運
動

を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、早
め
の

対
応
を

　

体
調
の
異
変
は
、「
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
っ
て
い
る
よ
」と
い
う
、疲
れ
た

こ
こ
ろ
か
ら
の
サ
イ
ン
で
す
。
心
配

な
こ
と
が
あ
る
人
は
、一
人
で
悩
ま

ず
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
と
体
の
健
康
は
、

密
接
に
か
ら
み
合
っ
て
い
ま
す
。
繰

り
返
さ
れ
る
体
の
不
調
は
、も
し
か

す
る
と
、疲
れ
た「
こ
こ
ろ
」か
ら
の

サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

職
場
や
家
庭
の
環
境
、人
間
関
係

な
ど
、日
常
生
活
の
中
で
、絶
え
ず
私

た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
を
受

け
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
た
状
態
が
続
く
と
、心
身

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、次
の
よ
う
な

変
化
が
現
れ
ま
す
。

【
心
理
的
な
変
調
】

・
イ
ラ
イ
ラ
す
る　

・
怒
り
っ
ぽ
い

・
不
安
感　

・
無
気
力　

・
疲
労
感

・
抑
う
つ
感　

・
集
中
力
の
低
下

【
身
体
的
な
変
調
】

・
食
欲
の
低
下　

・
頭
痛　

・
動
悸

・
肩
こ
り　

・
め
ま
い　

・
下
痢
と

便
秘　

・
寝
つ
き
が
悪
い

【
行
動
的
な
変
調
】

・
深
酒　

・
過
食　

・
多
動　

・
ケ

ア
レ
ス
ミ
ス　

・
遅
刻　

・
笑
わ
な

い　

・
対
人
交
流
を
避
け
る

①
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う

　

ス
ト
レ
ス
を
完
全
に
取
り
去
る
こ

と
や
、完
璧
に
解
消
す
る
こ
と
は
、大

変
困
難
で
す
。
私
た
ち
人
間
は
ス
ト

レ
ス
が
あ
っ
て
当
た
り
前
。
せ
め
て

溜
め
込
ま
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
、

吐
き
出
し
た
り
、軽
く
し
た
り
と
、上

手
に
付
き
合
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
の

で
す
。

②
自
分
の
ク
セ
を
知
る

　

人
そ
れ
ぞ
れ
、物
事
の
と
ら
え
方

に
は
ク
セ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
ク

セ
に
気
づ
い
て
、考
え
方
を
改
め
る

だ
け
で
、ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
り
ま
す
。

○「
こ
う
す
べ
き
だ
」と
決
め
つ
け
た

が
る
…
…
勝
手
に
ハ
ー
ド
ル
を
作

り
、自
分
を
追
い
込
ん
で
し
ま
う

○
物
事
に
極
端
に
白
黒
を
つ
け
た
が

る
…
…
少
々
の
失
敗
で
、も
う
ダ
メ

だ
と
思
っ
て
し
ま
う

○
一
度
の
失
敗
や
良
く
な
い
出
来
事

９
月
10
日
〜
16
日
は

自
殺
予
防
週
間

体
の
不
調
は
こ
こ
ろ
の
叫
び

見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か

「
こ
こ
ろ
」の
健
康

今月は山口重子保健師長今月は山口重子保健師長
からのお便りですからのお便りです

ス
ト
レ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

文化・情報

まちの文芸
町立図書館
62-2877

俳
句

川
柳

短
歌

No.66

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

久
保
良
子
さ
ん（
57
歳
）＝
石
神
＝
で
す
。

擬
宝
珠
の
あ
る「
宝
来
橋
」

町立図書館
62-2877

【9月の休館日】　毎週月曜日。ただし、18日（月・
祝）は開館し、翌日の19日㈫に休館します。22日㈮。

新着図書
書　　　名 著　　者

一般向け 小 説 さあ、文学で戦争を止めよう 笙野　頼子
銀河の通信所 長野　まゆみ

実 用 書 安全な食材は自分でえらぶ 野本　健司

児童向け 絵 本 このママにきーめた！ のぶみ
おつきみバス 藤本　ともひこ

読 み 物 おしりたんてい いせきからのSOS トロル

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇

夏のイベントが全て終了しました。たくさん
のご来館、ありがとうございます。

◇映画会◇
【日時・対象】　○９月14日㈭午後3時
30分～　小学校低学年向け　○28日
㈭午後3時30分～　小学校高学年向け
○30日㈯　午後1時30分～　大人向け
※予約不要、無料

席
題「
場
面
」　　

久
慈　

正
和　

選

水
ぬ
る
き
田
ん
ぼ
に
入
り
て
草
取
れ
ば
時
折
の

風
励
ま
す
ご
と
し 

瀬
川　

浩
美

竜た
っ
ぴ
ざ
き

飛
崎
の
丘
に
咲
き
し
あ
じ
さ
い
の
さ
し
芽
の

花
は
吾あ
に
わ庭
に
青
く 

髙

橋　

糸

七
月
に
入
り
て
も
育
つ
裏
山
の
蕨
わ
ら
び
を
採
り
て
夕

に
添
へ
る 

岩
舘　

カ
ツ

庭
に
咲
く
花
一
つ
づ
つ
に
陽
は
及
び
梅
雨
の
晴

間
の
静
か
な
る
昼 

昆
野　

功
夫

嫁
ぐ
朝
母
と
二
人
の
車
窓
か
ら
見
へ
し
野
ば
ら

の
今
咲
き
て
を
り 

五
十
地
キ
ミ
子

初
盆
に
酒
酌
み
交
し
父
憶
ふ 

　

伊
藤　

正
信

花
蔓
の
伸
び
も
こ
こ
ま
で
秋
近
し 

　

遠
藤　

金
作

野
の
花
や
北
国
の
夏
今
を
咲
く 

　

遠
藤　

初
枝

城
跡
の
風
の
そ
よ
ぎ
と
山
法
師 

　

昆
野　

功
夫

蜘
蛛
の
囲
に
懲
り
ず
に
今
朝
も
搦か

ら

め
ら
る 　

志
田　

悦
朗

手
に
馴
染
む
団
扇
放
さ
ず
持
ち
歩
き 

　

柴
田　

ヒ
ノ

短
冊
を
替
へ
て
涼
し
き
座
敷
か
な 

　

向
井　

梅
子

空
抜
け
し
峡
の
深
さ
や
つ
ゆ
の
明 

　

山
口　

國
男

青
田
風
畦
に
座
し
ゐ
て
満
喫
す 

　

高
橋　

麗
子

欄干に乗る擬宝珠が特徴的な「宝来橋」

　

岩
手
町
を
流
れ
る
北
上
川
の
流
路
延
長

は
19
・
２
㌔
あ
り
、そ
の
間
、さ
ま
ざ
ま
な

橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て

銀
河
鉄
道
の
橋
梁
が
12
橋
や
橋
名
が
付
い

て
い
る
30
橋
の
ほ
か
、橋
名
の
な
い
橋
が

10
数
橋
あ
り
、岩
手
町
は
さ
な
が
ら
橋
の

町
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

沼
宮
内
駅
前
の
上
流
に
架
か
る「
宝
来

橋
」は
、擬
宝
珠
が
あ
る
橋
と
し
て
有
名
で

す
。
な
ぜ
擬
宝
珠
が
あ
る
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、か
つ
て
苗
代
沢
地
区
に
は
、国
鉄

自
動
車
営
業
所
が
あ
り
、大
更
・
浮
島
方

面
、平
舘
・
寺
田
・
一
方
井
方
面
か
ら
多

く
の
人
が
バ
ス
に
乗
り
、宝
来
橋
を
渡
っ

て
沼
宮
内
に
買
い
物
に
来
た
そ
う
で
す
。

当
時
の
宝
来
橋
付
近
は
、い
ろ
い
ろ
な
店

が
あ
り
、お
宝（
お
金
）を
持
っ
た
多
く
の

買
物
客
が
往
来
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

〈
佳
作
〉

事
故
現
場
一
秒
違
い
で
遭
遇
す 

　
　

柴
田　

満
子

忘
れ
る
な
原
爆
投
下
あ
の
場
面 

　
　

白
馬
峰
久
三

言
い
た
く
て
も
言
え
な
い
時
も
あ
る
場
面 　
　

佐
藤　

小
草

〈
秀
逸
〉

ド
ラ
マ
見
る
こ
こ
ぞ
と
云
う
時
コ
マ
ー
シ
ャ
ル 　
　

土
橋
は
つ
お

別
れ
て
と
じ
っ
と
見
つ
め
る
妻
を
見
る 　
　

山
口　

國
男

ひ
と
り
言
猫
聞
い
て
い
る
か
寝
て
い
る
か 

　
　

菊
池　

一
覚

軍
服
の
孫
の
姿
は
見
た
く
な
い 

　
　

馬
渕　
　

草

ど
の
鬼
も
場
面
を
変
え
れ
ば
え
び
す
顔 　
　

自 　
　
　

句

心
身
に
現
れ
る
変
化

相談機関 相談時間
役場健康福祉課
☎ 62-2111
（内線 513）

月～金曜日
午前8時30分～
午後5時15分

岩手県県央保健所
☎ 019-629-6574

月～金曜日
午前９時～
午後４時30分

こころの電話
☎ 019-622-6955

月～金曜日
午前９時～
午後９時

　盛岡広域管内の警察署と市役所・役場などが共同
で運営する「盛岡広域シルバーケアＳＯＳネット
ワークシステム」は、「徘

はいかい

徊」の心配がある高齢者な
どを事前に届け出ていただき、行方不明になった際、
早期に捜索を行おうとするものです。行方不明者の
早期発見・保護につながるこのシステムをぜひ、利
用ください。
【登録の方法】　徘

はいかい

徊が心配される高齢者などを抱え
る家族による事前登録が必要です。「ＳＯＳネット
ワーク登録依頼書」に必要事項を記入し、提出くだ
さい。その際、登録する高齢者などの写真を持参く

　 ○役場健康福祉課  62-2111内線515
　 ○岩手警察署生活安全課  62-0110

ださい
【登録受付場所】　○岩手警察署生活安全課または、
駐在所　○役場健康福祉課地域包括支援センター
（１階⑥番窓口）
【行方不明事案発生時の流れ】
①家族から警察へ通報
②警察がネットワーク内の捜索協力団体（タクシー、
コンビニ、ガソリンスタンド、交通機関、ラジオ放
送、新聞配達など）に情報発信し、捜索
③行方不明者発見。家族へ引き渡し
④役場健康福祉課などによるアフターケア

シルバーケアＳＯＳネットワークシステム
「徘
はいかい

徊」の心配がある高齢者などのご家族へ

【日時】　９月24日㈰　午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子
読み聞かせボランティア「おはなし
☆きらきら☆」のおはなし会です 　
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  問い合わせ先問い合わせ先
 申し込み先 申し込み先

情報情報
インデックスインデックス

岩手町役場 岩手町役場  62-2111 62-2111

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

■
盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署

　

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」、ま

た
、９
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の

１
週
間
は「
救
急
医
療
週
間
」で

す
。
救
急
車
は
迅
速
な
救
急
活

動
を
行
う
た
め
、サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
、赤
色
蛍
光
灯
を
点
灯
さ
せ

て
活
動
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
夜
間
な
ど
の

サ
イ
レ
ン
に
対
す
る
理
解
と
救

急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
消
防
署
で
は
毎
月

第
３
日
曜
日
に
定
期
救
命
講
習

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
特
別
な

資
格
が
な
く
て
も
使
用
で
き
、

心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
設
置

し
て
い
る
施
設
が
増
え
て
い
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

て
、
救
命
講
習
会
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
岩
手
分
署
で
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
以
外
に
も
ス
ポ
ー
ツ
時

の
け
が
の
応
急
処
置
や
急
病
時

の
対
応
な
ど
、
普
段
の
生
活
に

役
立
つ
講
習
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
受
講
を
希
望
す
る
場
合
は
、

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分

署　

62
‐
６
１
１
９

レ
ン
ガ
館（
同
）、も
り
お
か
歴
史

文
化
館（
同
）

【
入
場
料
】　

無
料（
誰
で
も
参
加

可
能
）

　

い
わ
て
若
者
文
化
祭
実
行

委
員
会
事
務
局（
県
庁
文
化
振

興
課
）　

０
１
９
‐
６
２
９
‐

６
２
８
６

そ
の
他

働
き
方
を
支
援
す
る
窓
口

■
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

も
り
お
か
・
み
や
こ
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、若
者

の
就
労
に
向
け
て
支
援
す
る
た

め
、働
き
方
に
つ
い
て
応
援
す
る

就
職
・
自
立
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】　

お
お
む
ね
15
歳
〜
39

歳
の
人
と
そ
の
家
族

【
内
容
】　

就
労
相
談
、就
労
体
験

な
ど

【
利
用
時
間
】　

月
曜
日
〜
土
曜

日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

※

日
曜
・
祝
日
は
除
き
ま
す

　

も
り
お
か
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
〒
０
２
０
‐

０
０
２
２　

盛
岡
市
大
通
３
‐

２
‐
８　

岩
手
金
属
工
業
会
館

２
階
）　

０
１
９
‐
６
０
１
‐

６
６
３
８

前
10
時
〜
午
後
３
時

【
会
場
】　

町
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム（
沼
宮
内
公
民
館
）

【
内
容
】　

土
地
・
建
物
表
示
に

関
す
る
無
料
相
談
会（
土
地
境
界

線
・
境
界
杭
不
明
の
悩
み
や
建

物
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
の

登
記
手
続
き
の
悩
み
な
ど
）

　

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
盛

岡
支
部　

０
１
９
‐
６
０
１
‐

９
５
９
５

高
齢
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

■
い
き
い
き
岩
手
支
援
財
団

　

い
き
い
き
岩
手
支
援
財
団
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生
活
し

て
い
く
た
め
、「
地
域
の
絆
と
ふ

れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
深
め

な
が
ら
共
に
生
き
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
高
齢
者
の
た
め

の
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

10
月
13
日（
金
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時
10
分

【
会
場
】　

い
わ
て
県
民
情
報
交

流
セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
ー
ナ
）小
田

島
組
☆
ほ
〜
る（
盛
岡
市
）

【
内
容
】　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
鳥

越
俊
太
郎
氏
特
別
講
演
、岩
手
県

民
消
費
生
活
講
座
、カ
シ
オ
ペ
ア

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
人
権

関
連
演
劇
な
ど

働
き
方
改
革
進
め
る
企
業

■
県
庁
商
工
労
働
観
光
部

　

県
商
工
労
働
観
光
部
は
、「
い
わ

て
働
き
方
改
革
推
進
運
動
」の
一
環

と
し
て
、働
き
や
す
い
職
場
作
り
や

働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
企
業
・

事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
従

業
員
に
と
っ
て
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
と
充
実
し
た
生
活
の
実
現
に

向
け
て
、企
業
の
成
長
戦
略
の
一
つ

と
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
参
加
対
象
】　

県
内
に
本
社
や
事

業
所
を
置
く
企
業（
法
人
の
ほ
か
、

団
体
な
ど
も
含
む
）

【
参
加
方
法
】　
「
い
わ
て
働
き
方
改

革
推
進
運
動
」へ
の
参
加
宣
言
シ
ー

ト
を
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
わ
て
内
い

わ
て
働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
に
提
出　

※
宣
言
シ
ー
ト
は
特

設
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い

【
特
設
サ
イ
ト
】　

シ
ゴ
ト
バ
ク

ラ
シ
バ
い
わ
て（http://w

w
w
.

shigotoba-iw
ate.com

/kigyou/
kaikaku

）

【
参
加
特
典
】　

○
特
設
サ
イ
ト
で

企
業
や
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ
が
可
能　

○
働
き
方
改
革
取
り
組
み
宣
言

グ
ッ
ズ
を
進
呈

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
わ
て
内
い

わ
て
働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク（
〒
０
２
０
‐
０
０
２
４　

盛
岡

市
菜
園
１
‐
12
‐
18　

盛
岡
菜
園

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
５
階
）　

０
１
９

‐
６
２
１
‐
１
１
７
１

行
わ
れ
ま
す

手
づ
く
り
村
の
秋
ま
つ
り

■
盛
岡
手
づ
く
り
村

　

盛
岡
手
づ
く
り
村
は
、
盛
岡

広
域
・
盛
岡
手
づ
く
り
村
秋
ま

つ
り
２
０
１
７
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

10
月
７
日
（
土
）
〜

９
日
（
月
・
祝
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

【
会
場
】　

盛
岡
手
づ
く
り
村（
盛

岡
市
）

【
内
容
】　

盛
岡
広
域
か
ら
出
展

の
屋
台
市
、工
芸
フ
ェ
ア
、郷
土

芸
能
披
露
な
ど

　

盛
岡
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
盛
岡
市
繋
字
尾
入

野
64
‐
１
０
２
）　

０
１
９
‐

６
８
９
‐
２
２
０
１

相
続
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

■
盛
岡
地
方
法
務
局

　

盛
岡
地
方
法
務
局
は
、
相
続

登
記
の
推
進
の
た
め
「
理
解
で

き
る
相
続
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】　

10
月
１
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

【
会
場
】　

盛
岡
地
方
法
務
局（
盛

岡
市
）

【
内
容
】　

法
務
局
職
員
に
よ
る

講
座「
相
続
と
遺
言
に
つ
い
て
」

　

※
セ
ミ
ナ
ー
後
、相
談
も
可
能

【
対
象
者
】　

30
人（
先
着
順
）

【
申
し
込
み
】　

９
月
27
日（
水
）

ま
で
に
盛
岡
地
方
法
務
局
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い

　

盛
岡
地
方
法
務
局
総
務
課

（
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
１
‐
９

‐
15
）　

０
１
９
‐
６
２
４
‐

９
８
６
１

登
記
手
続
な
ど
の
相
談
会

■
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
盛
岡

支
部
は
、
土
地
や
建
物
の
登
記

に
関
わ
る
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】　

10
月
１
日
（
日
）
午

【
対
象
者
】　

県
民
５
０
０
人（
先

着
順
）

【
申
し
込
み
】　

９
月
29
日（
金
）

ま
で
に
県
高
齢
者
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

県
高
齢
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー　

０
１
９
‐
６
２
５
‐

７
４
９
０

い
わ
て
若
者
文
化
祭
開
催

■
県
庁
文
化
振
興
課

　

い
わ
て
若
者
文
化
祭
実
行
委

員
会
は
、
文
化
芸
術
活
動
を
行
っ

て
い
る
若
者
の
発
表
、
交
流
の

場
を
創
出
し
、
文
化
芸
術
の
活

発
化
の
た
め
い
わ
て
若
者
文
化

祭
２
０
１
７
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

○
第
１
部（
映
像
部

門
）　

９
月
24
日（
日
）　

○
第

２
部（
一
般
部
門
）　

９
月
30
日

（
土
）、10
月
１
日（
日
）　

【
内
容
】　

○
第
１
部　
「
い
わ
て

動
画
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
７
」表

彰
式
、ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、映

像
関
係
特
別
授
業
・
展
示
発
表

な
ど　

○
第
２
部　

ス
テ
ー
ジ

発
表（
約
40
団
体
）と
ブ
ー
ス
展

示
発
表（
約
15
団
体
）、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、ゲ
ス
ト
ラ

イ
ブ

【
場
所
】　

○
第
１
部　

県
公

会
堂　

○
第
２
部　

プ
ラ
ザ
お

で
っ
て（
盛
岡
市
）、岩
手
銀
行
赤

募
集
し
ま
す

農林業系副産物
焼却時の
放射性物質測定結果
（平成 29年６月、７月測定分）

　岩手・玉山環境組合で行う、国が定める放射性物質濃度の基準値を
超えた農林業系副産物（ほだ木、牧草、稲わらなど）の焼却処分に伴い、
焼却時の放射性物質の濃度をお知らせします。６月、７月分の測定結
果は、以下のとおり「全ての項目が不検出または、基準値以下」で安
全性が確認されました。

➏副産物処理量
平成29年６月 24,460kg

平成29年７月 16,690kg

➎空間放射線量測定結果
　施設内および施設周辺の空間放射線量は、0.03 ～ 0.06
マイクロシーベルト/時となっており、国の基準である 0.19
マイクロシーベルト /時を大きく下回っています

　  ○役場農林環境課農業振興係 62‐2111内線303　○岩手・玉山環境組合 019‐682‐0552

❷排ガス測定結果 単位：ベクレル／ｍ３

試料採取日 焼却炉 放射性セシウム
134cs 137cs

Ｈ29. ６.26 1号炉

不検出 不検出Ｈ29. ７.26 1号炉

Ｈ29. ７.27 2号炉

❶処理対象副産物 単位：ベクレル／ kg

試料採取日 処理対象物 焼却量 放射性セシウム
（134cs+137cs）

Ｈ29. ６.26

牧草

550kg 12.17

Ｈ29. ７.26 1,230kg 39.75

Ｈ29. ７.27 1,720kg 4.71

❹焼却灰　飛灰「集じん灰」　　　単位：ベクレル／ kg

試料採取日 焼却物 放射性セシウム
134cs 137cs

Ｈ29. ６.26

牧草

14.00 130.00

Ｈ29. ７.26 20.00 180.00

Ｈ29. ７.27 31.00 220.00

❸焼却灰　主灰「燃え殻」 単位：ベクレル／ kg

試料採取日 焼却物 放射性セシウム
134cs 137cs

Ｈ29. ６.26

牧草

不検出 19.00

Ｈ29. ７.26 7.7 32.00

Ｈ29. ７.27 不検出 35.00

※❸❹の基準値は、国の基準値 8,000 ベクレル /kg以下、組合独自の受け入れ基準値 1,000 ベクレル /kg以下です
　測定結果は、いずれも基準値を大きく下回っています

※いずれも国の基準値 8,000 ベクレル /kg以下のため、
　一般廃棄物としての取り扱いとなります

※牧草焼却中、ろ紙部およびドレイン部で測定
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医療

◆ 町税などの納付期限 ◆

国民健康保険税（第３期）
後期高齢者医療保険料（第3期）

10 月２日㈪
口座振替日：9月 25日㈪

診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 08:30 ～11:30

外　科 月～金曜日 08:30 ～11:30
応援診療科（９月）
脳神経外科
※要予約 12 日 8:30 ～

11:00
循環器（内科）
※要予約 4、11、25日 13:00 ～15:30
小児科 8、22 日 13:00 ～

16:00
皮膚科 12、26 日 13:00 ～

15:30
整形外科 15 日 8:30 ～

11:30

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

９月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームページなどで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

１（日）さわやかクリニック
８（日）北上脳神経外科クリニック
９（月）佐藤整形外科クリニック

10月

休日当番医【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
３（日）佐藤整形外科クリニック
10（日）沼宮内地域診療センター
17（日）佐々木医院
18（月）岩手沼宮内クリニック
23（土）佐渡医院
24（日）塚谷医院

9

10

医療町民カレンダー

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

こども救急相談電話

診療時間外の受診

日 お名前 保護者 行政区

29 　有原　衣
イ オ

央 昇 石 神

11 　早坂　琉
ル イ

偉 公 太 上野口町

20 　田村　咲
サ ク ト

登 涼 也 御 堂

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

30 山本　ナミ （82） 岩 雄 上 大 町

30 山本　國夫 （81） 敏 貴 新愛宕下

4 立 　タマエ（90） 惇 雄 相 寅 瀬

9 千葉　金四郎（82） タ ヨ 上五日市

12 佐々木 マリエ（90） 栄 久 保

14 上澤　正勝 （69） ヨシ子 岩 瀬 張

17 澤口　光代 （73） 太郎 川 原 木

17 井戸上　キヱ（90） 忠 儀 舘

21 福士　健 （61） 美 子 下苗代沢2

21 松本　秋男 （60） 洋 子 新 田

21 佐藤　マツエ（77） 石太郎 朽 木 林

22 横田　吉男 （83） フユ子 落 合

25 府金　ミツノ（97） 本 人 下 大 町

25 村田　サダ （97） 義 則 城 山

26 葛城　富造 （82） 本 人 新 町

27 瀬川　イシ （97） 太 吉 山 道

28 大坊　サメ （89） 隆 治 大 坊

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは  019-605-9000

■町傾聴ボランティア「おひさま」

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康
福祉課 0195-62-2111（内線 513）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　  019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　  019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院  019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院　  019-662-5656
【川久保】　川 久 保 病 院　  019-635-1305

７月受け付け分

●生まれたお子さん●３人（3 人）

●亡くなられた人● 17 人（21 人）

子どもが急病のときよろこびかなしみ

こころといのちを支えるいわて 一人で悩まず
相談ください

  　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　【場　所】  プラザあい１階

「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事
を話してみませんか？

▼６月

▼６月

●お婿さん、お嫁さん● ４組（５組）

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所
3（火） 9:30 ～ 12:00 離乳食教室（３～４カ月児の家族） 町保健センター

6（金） 町秋まつり（８日まで） 沼宮内地区

11（水）12:30 ～ ３歳児健康診査（平成 26 年 2月 1日～ 4
月 11日生まれ） 町保健センター

14（土） 9:00 ～ 町民ホッケー大会（小中学校の部） 町ホッケー場

15（日） 9:00 ～ ニュースポーツ交流会 森のアリーナほか

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

9:00 ～ 17:00 神尾裕展　～師・吉田清志の作品と共に～（18日まで） 石神の丘美術館

3（日）14:00 ～ 航空自衛隊北部航空音楽隊演奏会 森のアリーナ

6（水） 9:30 ～ 町小学校陸上競技記録会（予備日 8日） 町総合グラウンド

７（木） 9:30 ～ 12:00 離乳食教室（３～４カ月児の家族） 町保健センター

9（土） 8:30 ～ 町スポーツ少年団ホッケー交流大会 町ホッケー場

10（日）10:00 ～ 町敬老会 町内12会場

13（水）12:30 ～ 1 歳６カ月児健康診査（平成 27年 12 月
13日～平成 28年 3月 13日生まれ） 町保健センター

18（月） 9:00 ～ 県ＯＢ軟式野球大会岩手北予選 町野球場

20（水）
9:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211） ゆはず交流館

21（木）10:00 ～ まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

22（金） 川口秋まつり（24日まで） 川口地区

26（火）

12:20 ～
12:45 ～

9カ月児健康診査（平成28年12月生まれ）
6 カ月児健康診査（平成29年3月生まれ）
1 歳児健康診査（平成28年9月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

13:00 ～ 16:00 悪質商法トラブル・多重債務出前相談会（要予約：役場総務課行政係 62-2111 内線 204） 町総合開発センター

27（水） 9:30 ～ 16:30
献血　 9:30 ～ 11:30 岩手土木センター
　　　12:00 ～ 13:30 ニチコン岩手
　　　15:00 ～ 16:30 ベルプラス沼宮内店

各事業所

28（木）10:00 ～ 12:00 子育てサロン “すくすく” 町勤労青少年ホーム

30（土）11:00 ～ 田村史郎彫刻展　開場式
（会期 11月 15日まで） 石神の丘美術館

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人の
み掲載しています。掲載希望の有無は、届け出の際に
役場町民課にお話しください。

▼７月

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　  019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　  019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院  019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院　  019-662-5656
【川久保】　川 久 保 病 院　  019-635-1305

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　  019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（下記予定表のとおり）
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡市
　夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の急
　病の子どもを受け入れます。夜間は午後5時から翌朝９時ま
　でです。※なお、土曜の午後１時（祝日の土曜は午前９時）か
　ら午後５時までは、もりおかこども病院を受診してください

　【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～翌朝９時
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

日 月 火 水 木 金 土
9/1
中央

2
こども/中央

3
日赤

4
医大

5
川久保

6
中央

7
医大

8
中央

9
こども/医大

10
中央

11
医大

12
川久保

13
中央

14
医大

15
中央

16
こども/医大

17
中央

18
医大

19
川久保

20
中央

21
日赤

22
医大

23
こども/中央

24
医大

25
中央

26
医大

27
中央

28
医大

29
中央

30
こども/医大

10/1
中央

２
医大

３
川久保

４
中央

５
医大

６
医大

７
こども/中央

日 お名前 世帯主 行政区

6 　澤口　誠　柵山　紘美
久 夫
義 孝

上苗代沢
城 山

7 　川村　裕樹　上澤　瑞希
忠 彦
本 人

横 田
滝 沢 市

7 　三浦　悠暉　宝屋敷　美帆
新 吾
陽 子

下 鴫 沢
盛 岡 市

12 　田村　浩　早坂　桜
重 信
本 人

上五日市
尾 呂 部

▼７月

▼７月
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代表：久保 郁子（65）
　　　＝上町＝

会員 : 25人

いきいきサ ルクーサ ルクー
No.46

爽
や
か
に
響
き
渡
る
コ
ー
ラ
ス

ラ
デ
ィ
ア
ナ
Ｒ
が
結
成
30
周
年

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークルや
さまざまな団体を紹介します。　　  役場企画商工課企画広報係 62 － 2111 内線 215 へ

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
 0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　
 0195-62-5367 （

自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho

2017年
［
平
成
29年

］
9月
１
日
発
行

No.699

H29.7.31現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　6,815人（△ 2）
　　　　女　7,077人（△11）
　　　　計 13,892人（△13）
【世帯】　　5,449世帯（ 5）
【出生】 3人　【死亡】 21人
【転入】20人　【転出】 15人
【外国人住民】152人

 人口の動き

Iwate-machi  Monthly  Public  Relations  Paper

①結成から 30 周年を迎えるラ
ディアナＲの皆さん　②明るい
雰囲気の中、練習では笑顔がこ
ぼれます　③指揮を担当する
佐々木光司さん㊧とピアノ伴奏
を担当する北上育子さん㊨

　

町
の
皆
さ
ん
、広
報
い
わ

て
ま
ち
い
か
が
で
し
た
か
。

わ
が
町
の
歴
史
の
中
に
新
し

い
勲
章
が
ま
た
一
つ
。
全
国

の
ス
ポ
少
ホ
ッ
ケ
ー
優
勝
で

め
で
た
く
日
本
一
の
座
に
輝

い
た
選
手
た
ち
。
夏
の
苦
し

か
っ
た
練
習
の
末
に
、町
勢

89
回
目
と
な
る
日
本
一
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。
充
実
し
た

い
い
仲
間
と
限
ら
れ
た
チ
ャ

ン
ス
を
生
か
す
勝
負
強
さ
。

ほ
っ
と
し
た
表
情
で
喜
ぶ
姿

に
は
、選
手
、指
導
者
、家
族

一
つ
一
つ
の
力
が
集
ま
る
か

け
が
え
の
な
い
絆
の
大
き
な

つ
な
が
り
を
実
感
。
そ
の
ほ

ほ
笑
ま
し
い
姿
に
感
動
で
す
。

遠
藤
康
平

編編
集
後
記

集
後
記

美
術
館
へ
行
こ
う

①

②③

  石神の丘美術館  62－1453

開館時間：午前９時～午後５時
休 館 日：月曜日　※９月18日(月)は開館
観 覧 料：【町民割引】 一　　般　400円
　　　　　　　　　　 大・高生　240円
　　　　　　　　　　 中学生以下無料
※受付に運転免許証、保険証などを提示ください

９月18日（月・祝）まで神
尾 

裕 

展

〜
師
・
吉
田
清
志
の
作
品
と
共
に
〜

【神尾 裕《花信風》2017/ 板にテンペラ】

　

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ「
ラ
デ
ィ
ア
ナ
Ｒ
」は
、川

口
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
養
部
の
活
動
の
一
環
と
し
て
立

ち
上
げ
ら
れ
た
サ
ー
ク
ル
。
現
在
は
川
口
地
区
だ

け
で
は
な
く
、沼
宮
内
地
区
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
が

加
わ
り
、25
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
週
火
曜

日
に
川
口
公
民
館
で
練
習
を
続
け
な
が
ら
、町
の

芸
術
祭
や
岩
手
地
区
音
楽
祭
に
出
演
し
、オ
リ
ジ

ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
。
さ
わ
や
か
な
歌
声
を

響
か
せ
て
い
ま
す
。代
表
の
久
保
郁
子
さ
ん
は「
結

成
か
ら
30
年
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
に
恵
ま
れ
て

い
る
サ
ー
ク
ル
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
」と

笑
顔
。
ラ
デ
ィ
ア
ナ
Ｒ
は
、結
成
30
周
年
を
記
念

し
て
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
予
定
。
久

保
代
表
は「
元
気
に
歌
う
だ
け
で
は
な
く
、聞
く
人

に
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
え
る
歌
を
届
け
た
い
で
す

ね
」と
意
気
込
み
ま
す
。

▽
ラ
デ
ィ
ア
ナ
Ｒ
．
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

９
月
16
日（
土
）　

午
後
２
時
開
演

場
所　

プ
ラ
ザ
あ
い
１
階
ホ
ー
ル

入
場
料　

５
０
０
円（
小
学
生
は
以
下
無
料
）


